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重症心不全患者に左室補助人工心臓（left ventricular assist device: LVAD）を装着した場
合に右心不全を発症すると有意に死亡率が上昇する (Kirklin et al., 2015). LVAD装着前は
重度の左心不全のため右心機能の悪さが顕在化していないことも多く, LVADを作動させて
初めて重度の右心不全の存在に気づくことも多い. LVAD装着後の右心不全は元々の右心機
能の悪さに起因している可能性があるが, 一方で LVAD を作動させること自体がエネルギ
ー論的に右心機能を低下させるのか否かはまだわかっていない. エネルギー論的右室機能
評価のゴールドスタンダードは, 圧容量曲線を用いた評価法である (Houston et al., 2017). 
動物実験において, 圧容量曲線を描く最もスタンダードな方法は, コンダクタンスカテー
テルを用いた方法である (Wei et al., 2014). しかし, コンダクタンスカテーテルを用いた
方法は, 侵襲的かつ手間がかかり, さらにコストも高くつくことから臨床の場では使われ
ていない. 一方で, 臨床において右室容積や右室機能の評価ツールのゴールドスタンダー
ドは心臓MRI であるが術中の評価には使えない (Jenkins et al., 2007). 近年３次元心エコ
ー (以下３D 心エコー) の技術の進歩に伴い, 3D 心エコーによる右室容積や右室機能の評
価結果は, 心臓 MRI によるものと非常に良く相関すると報告されている (Jenkins et al., 
2007). 我々は本研究に先行し, ３D 経食道心エコーと肺動脈カテーテルを用いて右室圧容
量曲線を描くことで, 左心疾患に伴う肺高血圧症の有無による右室機能のエネルギー論的







1 月の期間で実施された. 本研究期間に新規に LVAD を植込むことになった重症心不全患
者 22 人を対象とした. 右心機能のエネルギー論的指標として, 前負荷や後負荷の影響を受
けない収縮能の指標である収縮末期エラスタンス (end-systolic elastance: Ees), 右室の受
ける動的な後負荷の指標である実効動脈エラスタンス (effective arterial elastance: Ea), 
右室の仕事効率の指標である右室-肺動脈カップリング (right ventriculo-arterial 
coupling: Ees/Ea), １心周期に右室の行う仕事量係数 (以下 RVSWI)), １分間に右室の行
う仕事量係数 (以下 RVMWI) を計測し LVAD装着の前後で比較した. その他にも経食道心
エコーと肺動脈カテーテルを用いて計測した右心機能評価項目を LVAD 装着の前後で比較




Ees, Ea は LVAD 装着後に有意に減少していた. 一方で, Ees/Ea は LVAD 装着後に有意に
増加していた. 前負荷の指標である平均右房圧や右室拡張末期容積係数は LVAD 装着前後
で有意な変化を認めなかった. RVSWI は LVAD 装着前後で変化しなかったが, LVAD 作動














右室の仕事効率は向上していることが伺える. さらに LVAD 作動による全身への心拍出量
の増加に追従し, 右室は心拍出量を有意に増加させることができており, そのことに一致
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